
ど
う
進
む
サ
ケ
マ
ス
対
策

サ
ケ
マ
ス
流
し
網
対
策
の
補
正

予
算
が
今
国
会
議
案
に
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。
水
産
庁
が
明
ら
か
に

し
た
内
容
は
、
①

ロ
シ
ア
海
域

で
の
代
替
え
漁
法
転
換
支
援
３
億

円

②

日
本
二
百
カ
イ
リ
内
代

替
え
漁
業
転
換
支
援
５
０
億
円

③

ホ
タ
テ
等
養
殖
試
験
支
援
１

億
円

④

漁
港
・
漁
場
整
備
１

２
億
円

⑤

種
苗
生
産
施
設
等

整
備
２
９
億
円

⑥

サ
ケ
マ
ス

加
工
原
料
緊
急
対
策
６
億
円
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
他
、
減
船
対
策

等
に
１
３
億
円
（
基
金
事
業
期
間

の
延
長
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

般
に
「
サ
ケ
マ
ス
対
策
」
と
い
わ

れ
る
予
算
は
、
①
〜
⑥
の
１
０
１

２
０
１
６
年
を
む
か
え
、
今
年
根
室
市
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
い
っ
そ
う
の
厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
る
年

と
な
り
そ
う
で
す
。
何
よ
り
も
、
ロ
シ
ア
海
域
で
の
サ
ケ
マ
ス
流
し
網
が
禁
止
と
な
り
、
そ
の
影
響
が
具

体
的
に
表
れ
る
年
と
な
り
ま
す
。
本
当
の
意
味
で
の
サ
ケ
マ
ス
流
し
網
禁
止
元
年
で
す
。

こ
の
時
期
は
、
来
年
度
予
算
編
成
中
の
た
め
、
新
年
度
に
向
け
た
具
体
的
な
方
向
性
が
ま
だ
ニ
ュ
ー
ス

等
に
書
け
な
い
の
で
、
今
号
は
根
室
市
政
の
課
題
の
内
か
ら
あ
れ
こ
れ
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。

・
・
・
・
・

億
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

減
船
対
策
の
１
３
億
円
を
含
め

対
ロ
サ
ケ
マ
ス
流
し
網
対
策
費

全
体
が
１
１
４
億
円
。
そ
の
他
、

中
小
企
業
融
資
対
策
も
盛
り
こ

ま
れ
て
い
ま
す
。
問
題
は
代
替
え

漁
業
等
の
５
０
億
円
や
ロ
シ
ア

海
域
で
の
代
替
え
漁
法
転
換
が

具
体
的
に
ど
う
進
む
の
か
が
大

き
な
「
カ
ギ
」
に
な
り
ま
す
。
現

在
の
と
こ
ろ
そ
の
姿
が
具
体
的

に
見
え
て
こ
な
い
だ
け
に
「
不

安
」
や
「
心
配
」
な
こ
と
ば
か
り

で
す
。

北
海
道
は
、
こ
の
十
五
日
ま
で

の
間
に
会
議
を
開
き
ロ
シ
ア
、
日

本
海
域
で
の
代
替
え
漁
業
等
の

考
え
方
を
一
定
程
度
示
す
方
向

で
検
討
中
で
す
。
さ
ら
に
、
根
室

市
が
期
待
し
て
い
る
「
新
ホ
タ
テ

漁
場
（
根
室
湾
側
）
」
の
予
備
調

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

「
小
規
模
漁
場
調
査
」
は
、
桁

曳
網
に
よ
る
も
の
で
、
ホ
タ
テ

の
外
敵
「
ヒ
ト
デ
」
の
生
息
密

度
は
、
既
存
の
漁
場
よ
り
良
好

で
、
ホ
タ
テ
漁
場
と
し
て
問
題

な
い
状
況
で
す
。

そ
の
反
面
、
ホ
タ
テ
の
生
息

に
適
す
る
底
質
（
海
底
状
態
）

は
、
砂
・
泥
等
の
状
況
が
必
ず

し
も
漁
場
に
向
か
な
い
と
い
う

報
告
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
調

査
で
ど
う
な
る
の
か
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
太
平
洋
側
の
調
査
は
、

こ
の
２
月
中
に
、
民
間
調
査
機

関
と
契
約
し
、
道
の
水
産
試
験

場
も
加
わ
り
、
水
流
等
の
環
境

調
査
が
始
ま
り
ま
す
。
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根
室
市
は
こ
れ
ま
で
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

へ
の
寄
付
と
し
て

①
「
安
心
」「
支
え
合
い
」

の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②

住
み

た
い
と
思
え
る
「
ひ
と
」
「
し
ご
と
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

③

「
市
民
協
働
」
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

④

「
北
方
領
土
返
還
運
動
」
の
四
分

野
（
過
去
に
は
、
市
立
病
院
へ
も
）
を
応
援
す

る
基
金
へ
の
寄
付
を
募
集
し
て
き
ま
し
た
。

順
調
な
ふ
る
さ
と
納
税

「
根
室
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
と
い
わ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
こ
の
２
７
年
度
か
ら
、

「
返
礼
品
」
を
実
施
、
さ
ら
に
６
月
か
ら
そ
の
「
返
礼
品
」
の
内
容
充
実
に
よ
る
「
魅
力
度
」
が
ア

ッ
プ
し
て
、
今
年
度
末
に
は
１
０
億
円
を
こ
え
る
納
税
が
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
１
８
才
、

１
９
才
の
若
者
が
選
挙
権
を
行
使
で
き
る
初

め
て
の
選
挙
と
な
る
今
夏
（
７
月
）
の
参
議
院

選
挙
へ
向
け
て
、
そ
の
対
象
年
代
の
関
心
度
を

高
め
よ
う
と
い
う
事
業
が
既
に
先
行
的
に
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

根
室
市
で
も
、
こ
う
し
た
「
道
選
管
」
の
事

業
と
連
携
し
、「
選
挙
啓
発
高
校
生
出
前
講
座
」

が
１
月
２
６
日
（
火
）
午
後
か
ら
根
室
高
校
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
「
選
挙
啓
発
出
前
講
座
」
は
、
今
年
有

ど
う
な
る
？

１
８
才
選
挙
権
問
題
！

今
年
実
施
さ
れ
る
７
月
の
参
議
院
選
挙
か
ら
、
１
８
才
に
な
っ
た
若
い
人
た
ち
に
も
、
選
挙
権
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
成
人
前
の
１
８
才
、
１
９
才
の
若
者
た
ち
の
選
挙
へ
の
動
向
が
選
挙
結
果
に
直
結

す
る
だ
け
に
、
こ
の
世
代
が
そ
の
選
挙
権
を
ど
う
行
使
す
る
の
か
、
今
年
の
参
院
選
挙
が
注
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
返
礼
品
は
、
市
民
が
丹
精
込
め
た

「
押
し
花
」
や
コ
ン
ブ
茶
等
で
し
た
が
東
京
根
室

会
や
議
会
内
か
ら
、
根
室
の
優
れ
た
「
特
産
品
」

を
有
効
に
活
用
し
、「
地
元
産
品
の
宣
伝
普
及
も
考

え
て
は
」
と
の
指
摘
に
応
え
、
海
産
物
等
の
「
返

礼
品
」
に
切
り
替
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
１
２
月

朝
の
テ
レ
ビ
・
ワ
イ
ド
シ
ョ
ウ
等
で
紹
介
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
成
果
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。

者
と
な
る
高
校
生
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
講
座
、

模
擬
投
票
等
を
通
じ
て
、
選
挙
の
仕
組
み
や
投
票

参
加
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
も
の
で

す
。
こ
の
出
前
講
座
は
、
根
室
高
校
の
全
２
年
生

を
対
象
に
、
高
校
の
「
政
治
経
済
」「
現
代
社
会
」

等
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

「
講
義
」
「
選
挙
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
「
模
擬
投
票
」

が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
問
題
は
高
校
教
育
の

中
で
ど
う
公
正
で
自
由
な
「
政
治
教
育
」
が
保
障

さ
れ
る
の
か
、
文
科
省
、
道
教
委
の
考
え
方
こ
そ

注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


